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　運輸交通や情報流通技術などの発展に端緒がつけられ
た19世紀末から20世紀はじめにかけての世紀転換期に，
世界のいくつかの都市ではグローバリゼーショソのごく
初期的症状があらわれつつあった。移民の大流入により
激変したアルゼンチンやブラジルの諸都市はその代表的
な例といってよい。本研究は，アルゼンチソの首都ブエ
ノスアイレスを中心的にとりあげて，後発近代化諸国の
ひとつであると同時に移民受け入れ国であった同国にお
ける特殊な近代性（モダニティ）の構造を，言説変容の
視点から明らかにしようとするものである。本年度は，
1880年代から20世紀初頭にかけて一世を風靡した「モレ
イリスモ」と呼ばれる文化現象をきっかけに展開された
国民言語論争に着目しつつ，当時の文化的ナショナリズ
ムを分析した。
　『フアン・モレイラ』という作品の主人公として誕生
したガウチョ（牧童）のアンチヒーロー像は，書かれた
テクストから，サーカスのパントマイムや演劇空間，
カーニバルの仮装行列，アナキズムの新聞コラム，粗製
の民衆本における類似した他の物語や大衆歌謡など，さ
まざまな社会空間へと引用された。「モレイリスモ」の
担い手となったのは内陸地方の牧畜社会出身者だけでは
なく，イタリアやスペイン，フランス，ロシアからの移
民など，ガウチョ的な世界とはまったく出自を異にする
ひとびとだった。ヨーロッパ移民がモレイラに代表され
る土着的な主題を担うことによって，土着的なテーマを
あつかった演劇などの作品には，ある根源的な変化が生
じた。意匠こそ土着的ではあっても，そこでもちいられ
る言語は，しばしばガウチョが使用していたとされるア
ルゼソチンの内陸方言ではなく，・イタリア語やガリシア
語（スペインのガリシア地方の方言）などとの混靖語と
なったのだ。
　大量に流入したヨーロッパ移民を社会問題とみなす同
時期の排他的な潮流とあいまって，このような土着主義
的な文化表現の引用を，アルゼンチソの国民文化に対す
る脅威とみなした当時の支配層は，国民言語の真正性を
問う作業に着手した。「アルゼンチンらしさとはなにか」
という審問の場が，言語や，すぐれて言語的表現である
文学，民俗学などの文献学の広大な領域に設定され，さ
らにそこから考古学や教育等の領域に拡大していったの
である。
　やがて1920年代から30年代にかけてのアルゼンチンで
は，文化的モダニズムが欄熟期を迎えることになる。だ
がそうした文化的モダニズム運動における土着主義的な
文化コードは，20世紀初頭に文献学的領域においてなさ
れた，この国民主義的審問の場形成という切断と言説の
再編成において理解されなければならないのであって，
19世紀的な土着的表現の連続線上にあるのではない。
